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「
政
治
の
ガ
ン
も
退
治
し
な

け
れ
ば
」
と
訴
え
る
鳥
越
氏
の

講
演
紙
面
を
編
集
し
つ
つ
、
次

期
選
挙
の
重
要
性
を
感
じ
て
い

る
と
き
安
倍
総
理
大
臣
が
衆
議

院
を
解
散
、
総
選
挙
を
行
う
事

を
明
言
し
ま
し
た
。
支
部
や
事

業
所
、
会
員
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
記
事
を
見
て
も
、「
住
ん

で
い
る
地
域
で
、
健
康
で
安
心

し
て
暮
ら
し
た
い
」
と
い
う
思

い
と
、
平
和
・
く
ら
し
・
医
療

・
介
護
、
ど
の
分
野
で
も
私
た

ち
の
理
想
か
ら
離
れ
て
行
っ
て

い
る
、
な
ん
と
か
な
ら
な
い
か

と
い
う
思
い
が
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。
来
年
こ
そ
は
良
い
年
に
な

り
ま
す
よ
う
に
。
そ
の
た
め
に

も
12
月
14
日
投
票
の
総
選
挙
。

投
票
に
行
く
だ
け
で
な
く
、
私

も
選
挙
に
参
加
し
よ
う
と
思
い

ま
す
。
み
な
さ

ん
も
ご
い
っ
し

ょ
に
い
か
が
で

す
か
。

● 

応
募
方
法
／
郵
便
ハ
ガ
キ
に
ク
イ
ズ
の
答
え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

・
友
の
会
に
対
す
る
ご
意
見
等
を
記
入
の
う
え
、

● 

あ
て
先
／
〒
５
９
０
―
０
８
２
４　

堺
市
堺
区
老
松
町
２
丁
58
―
１

　

友
の
会
事
務
局
「
お
楽
し
み
ク
イ
ズ
」
係
あ
て
に
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

●
し
め
き
り
／
２
０
１
５
年
1
月
14
日（
水
）消
印
有
効

● 

当
選
発
表
／
厳
正
な
る
抽
選
の
上
、
賞
品
（
図
書
カ
ー
ド
５
０
０
円
分
）
の
発
送

を
も
っ
て
発
表
に
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

● 

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
解
答
は
が
き
に
書
か
れ
た
「
ご
意
見
」
は
、
紙
面
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ヨ
コ
の
キ
ー

①
○
○
談
判

③
妻
の
対

⑤
再
び
罪
を
お
か
す

⑦
二
○
○
の
草
鞋

⑧
苦
は
○
○
の
種

⑩
支
出
過
剰
で
―
―
続
き

⑫
○
○
か
ま
こ
と
か

⑭
物
覚
え
、
―
―
力

⑯
銀
、
銀
色
。
♪
山
は
―
―

タ
テ
の
キ
ー

①
○
○
出
勤
、
○
○
ボ
ケ

②
創
始
者
。
禅
宗
の
―
―

③
○
○
着
せ
が
ま
し
い

④
お
し
ゃ
べ
り
。
―
―
番
組

⑥
白
壁
。
―
―
の
殿
堂

⑧
―
―
で
音
楽
番
組
を
聴
く

⑨
―
―
端
麗

⑪
♪
―
―
の
―
―
の
曲
が
り

角
、
焚
き
火
だ
焚
き
火
だ

⑬
一
人
で
の
演
技
・
演
奏

⑮
○
○
理
○
○
論

　カギを解き、二重ワクに入る
文字をＡＢＣ順に並べてできる
言葉は何？

A

BC

E

D

＊
お
寄
せ
い
た
だ
く
句
を
詠
む
時
の
情
景
や
思
い
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

＊
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
の
次
回
締
め
切
り
は
、
２
０
１
５
年
１
月
14
日
（
水
）
で
す
。

＊
特
に
、
俳
句
・
短
歌
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

編編編編
集集集
後後後後
記記記

さ
ま
ざ
ま
な
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た

臨
時
で
野
菜
販
売
も

ふれあい喫茶、終始にぎやかに

たまり場
支部の

紹 介紹 介

中
区
支
部「
深
井
と
も
の
家
」

地
域
に
根
づ
く
よ
う
活
発
に

「
１
周
年
の
つ
ど
い
」に
60
余
人

●10月号の答　
「サツマイモ（さつま芋）」
●応募数／90通

若
き
日
は　

枕
の
草
子　

よ
み
今
は

　

相
思
相
愛　

妻
と
火
燵
に 

宮
﨑
金
次
郎（
西
区
草
部
）

＊ 

枕
草
子
・
徒
然
草
な
ど
読
ん
で
い
た
若
い
頃
が
懐
か
し
い
。
来
年
77
歳
に
な
る
自
分
と
４
歳

年
下
の
妻
と
二
人
で
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
火
燵
の
守
。
い
つ
の
ま
に
か
こ
ん
な
に
年
を
と
っ

た
ん
だ
な
あ
…
。

ふ
と
ん
干
し　

我
を
待
つ
母　

今
は
亡
く 

平
松　

昌
子（
中
区
深
阪
）

紅
葉
の　

車
窓
の
旅
や　

童
心
に 

土
師　

美
實（
南
区
和
田
）

四
階
の　

窓
に
広
が
る　

椋
鳥
の
群 

日
野　

順
子（
南
区
竹
城
台
）

鈴
虫
の　

鳴
く
音
も
途
絶
え　

秋
深
し 

宮
崎　

太
郎（
高
石
市
高
師
浜
）

＊ 

秋
が
深
ま
り
木
の
紅
葉
も
赤
に
い
ち
ょ
う
の
葉
は
黄
色
に
目
立
つ
様
に
美
し
く
な
る
に
従
い

鈴
虫
の
鳴
く
の
も
弱
々
し
く
な
り
、
最
後
は
聞
こ
え
な
く
な
り
ま
し
た
。

《支部》
東西支部（会員数　3180世帯）
　 安井小学校校区、少林寺小学校区（東側）、大仙小
学校区、神石小学校区、百舌鳥小学校区、西百舌鳥
小学校区

大浜支部（会員数　1837世帯）
　 英彰小学校校区、少林寺小学校区（西側）、新湊小
学校区（旧港小校区除く）

大仙西支部（会員数　679世帯）　大仙西小学校区

みなと支部（会員数　374世帯）　旧湊小学校区

津久野支部（会員数　1545世帯）
　津久野小学校区、上野芝小学校区、家原寺小学校区

浜寺支部（会員数　2199世帯）
　 浜寺石津小学校区、浜寺東小学校区、浜寺小学校
区、浜寺昭和小学校区

向ヶ丘支部（会員数　904世帯）
　向丘小学校区、平岡小学校区

《事業所》
社会医療法人同仁会
・耳原総合病院　　　　　　・耳原歯科診療所
・みみはら高砂クリニック　・介護保険事業部
・耳原老松診療所　　　　　・耳原鍼灸院

泉州保健医薬研究所（KPG）
・協和薬局　　　　　　　　・コスモス薬局
・たかさご薬局

総合病院ブロック

ブロック紹介ブロック紹介
健康友の会みみはら健康友の会みみはら

　

昨
年
９
月
、「
深
井
と
も
の

家
」
が
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
１

年
が
た
ち
ま
し
た
。
10
月
12
日

（
日
）
に
「
１
周
年
の
つ
ど

い
」
を
お
こ
な
い
、
延
べ
60
人

余
り
の
参
加
で
成
功
し
ま
し

た
。

　

会
場
に
は
様
々
な
作
品
が
展

示
さ
れ
、
バ
ザ
ー
販
売
品
や
手

作
り
品
が
所
狭
し
と
並
べ
ら
れ

ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
方
た
ち

は
あ
る
人
は
バ
ザ
ー
に
、
あ
る

人
は
展
示
さ
れ
た
作
品
に
と
、

人
だ
か
り
が
で
き
ま
し
た
。

　

「
ふ
れ
あ
い
喫
茶
」
は
コ
ー

ヒ
ー
と
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
、
終
始

賑
や
か
に
入
れ
替
わ
り
立
ち
代

わ
り
満
席
で
し
た
。
会
場
が
狭

い
た
め
、
日
頃
物
置
に
し
て
い

る
ス
ペ
ー
ス
も
臨
時
で
「
ふ
れ

あ
い
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
ま
し

た
。
世
話
人
さ
ん
た
ち
が
テ
ー

も
の
で
す
。
新
し
い
人
も
何
人

か
見
え
ら
れ
、
友
の
会
を
地
域

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
つ
ど
い
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

つ
ど
い
開
催
に
あ
た
り
、
世

話
人
さ
ん
を
中
心
に
準
備
を
重

ね
ま
し
た
。
折
り
紙
や
小
物
づ

く
り
の
人
た
ち
は
、
展
示
す
る

作
品
、
販
売
す
る
作
品
を
準
備

す
る
た
め
、
遅
く
ま
で
頑
張
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

「
深
井
と
も
の
家
」
で
は
折

り
紙
、
書
道
、
ち
ぎ
り
絵
、
絵

手
紙
、
小
物
づ
く
り
、
映
画
鑑

賞
会
な
ど
、
多
彩
な
取
り
組
み

ブ
ル
ク
ロ
ス
を

か
け
、
花
を
飾

る
な
ど
、
殺
風

景
な
ス
ペ
ー
ス

を
華
や
か
に
し

て
く
れ
ま
し

た
。
入
口
の
外

は
臨
時
で
野
菜

販
売
も
あ
り
、

こ
こ
は
完
売
で

し
た
。
こ
の
野

菜
は
地
域
の
人

が
自
分
の
賃
農

園
で
栽
培
し
た

を
日
常
的
に
し

て
い
ま
す
。
先

日
も
、
映
画
鑑

賞
会
に
来
ら
れ

た
方
が
入
会
し

て
く
れ
ま
し

た
。
友
の
会
と

「
と
も
の
家
」

が
も
っ
と
地
域

に
根
づ
く
よ

う
、
活
発
に
で

き
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
。
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中
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林
）


